
例年、衝突や乗揚げによる事故の割合が高い傾向にあり、
事故の原因の多くは「見張り不十分」となっています。
事故を起こさないためにも以下の項目をしっかり
守りましょう。

１．適時適切な見張りの実施！

２．早期避航及び適切な操船の励行！

３．ライフジャケットの常時着用！

４．気象・海象の確認！

対馬海上保安部・比田勝海上保安署

船舶事故増加中!!!

秋になり涼しくなると釣行やプレジャーボート等の動きが活発となり、事故

が増える時期となりますので、安全第一を常に心がけましょう。

海 難 季 報
令和７年秋号

棹埼灯台

令和７年の対馬周辺海域に
おける船舶事故数は、９月
１５日現在、２０件発生し
ており、

昨年と比較して、１５件
増加しています。
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令和7年船舶事故発生状況（9月15日現在速報値）
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※運航不能とは、運航に必要な設備の故障、燃料の欠乏等により、船舶の航行に支障が生じた海難
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